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MltrCXGreenA,DE^ EISclhcclなどの各
班カラムクロマトグラフィー でNADPH依存性
の5柾の酢系(CR1-5)を部分fli製した｡ これ
らの酢素はいずれも芳香族アルデヒドおよびケト
ン,ジケトンおよびキノンを還元し,･細胞'E'1僻系
とよく似た性状を示した｡主耐系のCRlはこれ
らの益田の他に5p-pregrnne-3.20-dioneを強
く還元し,次いで活性の㍍いCR8は5a-および
5β-dihydrotestosleroneを還元し,これらの
点で細胞質両分の節夫とは兜なっていた｡他の3
位の酎穿きはいずれも活性が弱く,CR2は3-お
よび4-mitrobenzaldehyde,4-nitroacetophen-
oneおよびmenadioneを強く環元した｡CR4
およびCR5はnitrobenzaldehydeとdiacetylを
よく還元しょく似た兆円持5q･性を示した｡阻告剤
の形哲を検討した結札 いずれの酢系も嗣イオン
で強く阻害されたが,SH阻ELt剤であるp-chト
oromercuri-phenylsulfonateではあまり阻召さ
れなかった｡CRlは3β-tetramethyleneglutarate,
indomethacinおJ:びdicoumarolで阻召される点
で他の酵素とは異なった性状を示した｡
チンパンジーとヒトの視覚性行動の初期先達に
関する比較研究
辻敬一郎･原 政敏 ･杉本完二(名大･文)
退去に苧者らは,ニホンザルの奥行祝発選にお
ける手がかり要因の多様化の過程を追跡し.①運
動視差要因が出生時点から有効である｡(塾肌理密
度差要因が3か月齢で働き始める｡⑧網膜非対応
要因は,運動視差の検出が制約された場合に限っ
て効果をもつ.とのIVr兄を得た(辻ほか,】983)｡
本研究は,チンパンジーの発達初期の視覚性行
動を分析し,ニホンザルに認められた,運動的要
因による奥行祝の段階から画像的要因に依存した
奥行祝の成立への移行の基礎にある特性を解PJ]し
ようとしたものである｡
出生ILEi後に母仔分離して人工榔育下にある郎門
な雌1個体を対象に,被駄作を仰臥させ,似前20.
60,120cmの距雌に祝tlj(180)またはul径(40
cm)が一定の円鍛(nm白の同心三gE円)を1試行
30sec呈示し,そのl"l】の行動のうち,対象江祝,
瞬臥 pTl部逆帆 四肢碓動の生起を記録,分析した｡
その結果,次の所見をJI守た｡①生後1か月齢ま
では,粗大な全身逆動によって偶発rl)に対象のT_ti
祝がLlじるにすぎないが.その経は注視が能動的
になり,御 身が短縮,1!1校が和犬する｡②迎如括
Ⅰ伽ま,初期にはランダムに/Ji起するが,1か月齢
切からは注配活動との凹迎が認められるようにな
る｡それは,まず注視に同朋して全身迎動が用i畦
する時期(活性化段階,40日齢qjをピークとする)
を経て,2か月齢矧こは四肢のLl!動が刑火すろ抑
制段階へと移行する｡◎3か月齢になると,托祝
時の頭部や眼球の運動が優位となる｡対･象の距朋
特性も明確化して,近距離対象へのリー チが生じる｡
このような経過は,筆者らがヒトの乳児を対象
に行った同様の観測所見(辻ほか,1980)ときわ
めて頬似しており,チンパンジーの配光性行動の
初;捌口齢的変化がヒトの約2-3倍の速さで進行
することをホしている｡
ニホンザル･アカゲザルの晒竹田缶による鼻腔
構造の研究
7.加巧 良(刃‡371慈.iLrJZ大)
ヒトならびに詔L:1<若月の界内川払f!jに帥II閑と甲
介壁との5-ら.m隅出について-rIした研究の円,令
回は当研究所所蔵のニホンザル,アカゲザル,コ
ロブスバヂウス.キングコロブス,リスザルにつ
いて調正した｡
その成果を噸次述べると,ニホンザル119煩の
うち,界中満垂iEiのものは椛で59.20/0,雌で71.4
0/Oで,只常の生ずる部位は正中板部がfdも多くて
23.50/Oを示したが,災冊を示す切合の正中板と鋤
骨とに現われる率は33:7であった｡舟中隔異常
の左右発顕をみると,左に曲るもの51.4%,右に
曲るもの48.6%であった｡アカゲザル44粗のうち,
雄の重出77.70/0,雌で76.90/0,平均77.30/Oで,正
中板と鋤付に現われる比は8:1であった｡ニホ
ンザル･アカゲザルの平均で垂直のもの69.3%,
微の児.'l;'f15.30/0,軽度8.50/0,軽中2.50/0,中等
度1.8%,高度2.4%を示し,左曲13.5%,右曲
14.70/Oであった｡両コロブス220顆のうち,垂心
のもの堆80.40/0,雌8290/Oで左曲3.20/0,右曲1.
4%を示し,正中板対鋤骨の比はコロブスバヂウ
ス14:1,キングコロブス4:1を示し,垂朗の
平均は91.40/0,微3.60/0,校8.0C/0,郎中2.4C/0.
中1.60/Oであった｡リスザル113mのうら,雄の
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